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【週刊タバコの正体】 

   2024年03月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.57 

(No.779)第9話 健康で安上がり 

－タバコを吸わない健康な人の方が保険料は安い... 

   

 皆さん、生命保険の事は知っているでしょうか。万が一の病気や不慮の

ケガ、または死亡した場合に備えた費用を前もって蓄えておく制度です。

定期的に保険料を支払っておき、万が一の際の費用を保険金として受けと

れるわけです。  

 そんな保険に加入すると、一般的に毎月定額を保険料として支払いま

す。その保険料は当人の健康状態によって決まる場合が多く、上図はその

一例です。じつは、この例のように喫煙するかどうかで保険料率が変わる

ケースも少なくありません。つまり、タバコを吸っている人より吸わない

人の方が健康だと評価され、上図の保険料水準を見ると、非喫煙者優良体

料率より喫煙者料率が当然大きくなっています。具体的には、下図のよう

に喫煙者はタバコを吸わない人の倍額近い保険料を支払う例もあるので

す。  

 いかがでしょうか。皆さんはまだ家族の一員として養ってもらっていま

すが、いずれ自立し自分の家族の生計をたてて行くことになるでしょう。

そうなれば、万が一に備え保険に加入する事も考えておかなければなりま

せんよね。その際、もしタバコを吸い始めていては、高い保険料を支払う

事になってしまいます。 

■Vol.57 

(No.780)第10話 タバコを吸わない傾向 

－あらたにタバコを吸い始める若者が減っている... 

 

 上図は厚生労働省の「国民生活基礎調査の概況」の最新版となる令和５

年版(２０２２年版)から都市別の年代別喫煙率データから作成されたグラ

フです。  

 どの都市も４０歳～５０歳代が高く、２０歳代・７０歳代で低くなって

います。各都市を見比べると人口が多い東京の喫煙率が特に低く、どの年

代でも３０％を下回っているので、多くても１０人に３人しか喫煙者がい

ないのです。多くの人が暮らす都会ではタバコの被害を意識する機会が多

いのでしょうね。  

 そしてもう一つ、全国的に２０歳代の喫煙率が低い事にも注目してくだ

さい。「最近の若者はタバコを吸わない」傾向が定着しつつあるように感

じます。皆さんのように、タバコの有害性や不便性などを知ったうえで成

人を迎えている人が増えているからだと思われます。見方を変えれば、そ

れを知らずにタバコを吸い始めてしまった年代の喫煙率が高いのでしょ

う。  

 タバコを正しく知ったうえで成人する人ばかりになれば、「最近は誰も

タバコを吸わない」と感じる時代になるかもしれません。  
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